
※特定の疾患の治療や補助、視力補正を意図するものではありません。 

【眼の状態ごとの見え方の違い】 

※見え方には個人差があり、見える可能性については目安となります。

見える可能性 眼の状態 

・網膜に変性や欠損、異常がなく、映像を楽しむことができる。

・目安となる例：近視、遠視、乱視、老眼

・水晶体や角膜に変性や欠損、異常はあるが、網膜の視細胞の感度・分解能

が高い。

・映像を認識しづらい部分はあるが、おおむね映像を楽しむことができる。

・網膜の変性や欠損、異常により、網膜中心部の視細胞の感度・分解能が

低い。

・網膜周辺部で映像を認識できる可能性がある。

・網膜の変性や欠損、異常により、網膜全域の視細胞の感度・分解能が低い。

・映像は、部分的に認識できる可能性がある。

・視神経に障害があり、網膜に投影した映像を脳に伝達することが難しい。

・目安となる例：全盲、明るさを感じる程度の見え方

※この取組は、クリエイティブ・ウェルビーイング・トーキョーの一環で実施しています。 

《本件に関するお問合せ》

公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京 

事業部 事業調整課 事業調整係 社会共生担当 

TEL：03-6256-8435（土日、祝日を除く平日の午前 10 時～午後 6 時） 

メール：info-cwt@artscouncil-tokyo.jp 

※メールでのお問い合わせについて 

お問い合わせ内容によっては、ご回答できない場合や、回答に時間がかかる場合もございますのであら

かじめご了承ください。 

お問い合わせで頂戴いたしました個人情報につきましては、お問い合わせに対応する以外の目的には使

用いたしません。

高い 

低い 

難しい 




